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発行:憲法｢九条の会｣調布のひろば


----------------------------------------------------------


〒182-8511 調布市国領町2-5-15 あくろす２階


 市民活動支援センター内メールボックス６番


電話：042-483-1762　FAX：042-483-1566　大野方


-----------------------------------------------------------


郵便振替00170-6-445473 加入者名大野哲夫











　初日の全体会に三千人が入場できなかったというが、私も入れなかった一人。会場前には長蛇の列ができていた。愛媛から来た病院九条の会の若い女性たち、群馬から来た人、中学生の娘さん連れのお母さん等、入れてあげたい人ばかり。列はどんどん伸びて駅にまで届くかと思われた。かなり待ってから、スタッフが「メッセモール」という野外広場に誘導してくれたが、それからどうなるか何も分らない。「貴重な時間とお金を使ってきたのに」という怒りの声もあったが、「九条のためにこんなに多くの人が集まった」と喜ぶ声も強く、全体としては穏やかなムードでひたすら待つ。高田健さんが駆けつけ「チケットの売れ行きを把握できていなかった、売り方にも問題があったことをお詫びします、返金します」と平謝り。「会場に入れない人が出た時の対策は考えていたのか」「金を返せばいいという問題ではない、会場の様子を収録したＤＶＤを配布せよ」「明日は大丈夫か」など厳しい批判が相次いだ。そのうち「メインスピーカーたちが入場できなかった人にぜひ挨拶したいといっている」との情報が入り、さらに待つことになったが、「マイクを回そう」との声が起こり、学生九条の会、裁判員制度に反対する市民の会、伊勢九条の会、イラク派兵違憲訴訟の原告、焼津からバス二台できた人、などが次々に発言。


　そこへマイレッド・マグワイアーさんとコーラ・ワイスさんが到着。


　マグワイアーさんは、日本の憲法九条は世界で最も大切なもの。平和には許しが必要だが、その前に謝罪が必要、日本は中国や韓国に謝罪すべきだし、アメリカはイラクとアフガニスタン占領をやめ、イスラエルはパレスチナへの侵略をやめて中東の非核化に努力すべきだと語った。


　コーラ・ワイスさんは、こんなに素晴らしい人たちの前で話すのは嬉しいと前置きして、自分の三人の子供と五人の孫たちに、核と戦争のない世界を残したい、そのために日本の憲法九条を世界の憲法に入れることが願いだと語り、軍隊のないコスタリカ、近く戦争放棄の憲法を国民投票にかけるボリビアなどをあげ、日本は孤立していない、一人ひとりがもう一つ働きかければ、戦争のない世界は夢ではないと述べた。


　最後にピースボートの吉岡さんがもう一度お詫びの挨拶をすると、居合わせた調狛合唱団の方がギターでWe shall overcome　を弾き始め、全員合唱となり、いい感じで終わった。


　その間に払い戻しの手続きの準備もできたとのことで大勢の人が手続きしたという。中にはたくさんの学生や若者たちがいたと、後で聞いた。


　　　石川　康子








第43号





５月１４日


２００８年





　【写真】　右上は第二部フィナーレ「ねがい」「第九」の大合唱。左上は会場に入りきらない長蛇の列、下は会場入り口付近。





９条世界会議の参加報告特集








E-Mail：chofu9jou@yahoo.co.jp


WEBサイトhttp://www.geocities.jp/chofu9jou/index.html
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　調布「憲法ひろば」は、5月4～6日、幕張メッセで開催した「９条世界会議」に、５月例会を合流させました。参加者の報告・感想を紹介します。





�





　よく夢想してます。戦争の無い社会、武器の無い世界がくればいいのにと。それが夢ではなく現実のものになってきたのです。それが「九条世界会議」に参加しての率直の感想です。５月４日の第一日目、幕張メッセは広い会場に溢れる人で埋まりました。見え難い所からだったけど、夢中になって聞き入り、見続けました。一部、二部が終って気付いたら、夜７時過ぎになっていました。さすがに疲れがどっと押し寄せ、残念ながら第三部はオミットして会場を去りました。


　余りにもたくさんの世界中からのメッセージに頭の中は溢れ返りました。青年一人から始まった基地反対の闘いで、米軍基地を全廃したニカラグアの話、九条によって命を救われたと話す高遠菜穂子さん、イラクで互いに戦った元アメリカ兵と元イラク兵が同じ壇上で、「戦争がいかに虚偽と暴虐に満ちているか。武力に拠らない非武装でしかイラクの再建はない」と語り合う時、戦争の害悪の深刻さ、武力による解決の全くの非現実さを、深く事実として世界に突きつける。


　この九条の秘めた魔力は、一人一人の日々の努力によってのみ、現実のものとなることも確か。この「世界会議」からの全世界へのメッセージを、現実化していくのは、参加者が地道にまわりの人々へと行動を始めるしかないことも確か。夢を現実のものにするための、それぞれの第一歩を踏み出そうではありませんか。  飯野俊夫


 














